
令和６年度第１回平塚市下水道運営審議会次第 

 

                     日時 令和６年８月２０日（火） 

                        １３：３０～１５：３０ 

                     場所 平塚市役所 

本館５階 ５１９会議室 

 

 

１ 委嘱式 

 

２ 下水道運営審議会 

 

 （１）会長職務代理者の選任について 

 

（２）報告事項 

 

報告１ 平塚市下水道事業経営戦略 令和５年度進捗状況について（資料１） 

報告２ 令和５年度公共下水道使用料の検証について（資料２） 

報告３ 平塚市総合浸水対策第３次実施計画について（資料３－１、３－２） 

報告４ 平塚市下水道施設耐震長寿命化計画について（資料４－１、４－２） 

 

３ その他 



平塚市下水道運営審議会委員名簿 

令和６年４月１日現在 

                                （敬称略：順不同） 

氏名 選出区分 選出母体 備考 

渡 部
わたなべ

 りょう 市議会議員 平塚市議会 
令和 5 年 7 月 1 日から  

令和 7 年 6 月 30 日まで  

岡 崎
おかざき

 通子
みちこ

 市議会議員 平塚市議会 
令和 5 年 7 月 1 日から  

令和 7 年 6 月 30 日まで  

西田
にしだ

 小百合
さ ゆ り

 学識経験者 東海大学 
令和 5 年 7 月 1 日から  

令和 7 年 6 月 30 日まで  

加藤
かとう

 康
こう

介
すけ

 学識経験者 
神奈川県企業庁 

平塚水道営業所 

令和 6 年 4 月 1 日から  

令和 7 年 6 月 30 日まで  

五十嵐
いがらし

 雄 大
たけひろ

 学識経験者 
公益財団法人 

神奈川県下水道公社 

令和 5 年 7 月 1 日から  

令和 7 年 6 月 30 日まで  

島田
しまだ

 敬
たか

志
し

 
排水設備を設置すべき者 

又は使用者 
平塚商工会議所 

令和 5 年 7 月 1 日から  

令和 7 年 6 月 30 日まで  

小宮
こみや

 保
たもつ

 
排水設備を設置すべき者 

又は使用者 
平塚市自治会連絡協議会 

令和 5 年 7 月 1 日から  

令和 7 年 6 月 30 日まで  

髙
たか

𣘺
はし

 正 治
しょうじ

 
排水設備を設置すべき者 

又は使用者 
平塚市農業委員会 

令和 5 年 7 月 31 日から  

令和 7 年 6 月 30 日まで  

石 黒
いしぐろ

 新 平
しんぺい

 
排水設備を設置すべき者 

又は使用者  

平塚市農業集落排水事業  

連絡協議会  

令和 5 年 7 月 1 日から  

令和 7 年 6 月 30 日まで  

枝 川
えだがわ

 明 敬
あきとし

 
排水設備を設置すべき者 

又は使用者 
公募委員 

令和 5 年 7 月 1 日から  

令和 7 年 6 月 30 日まで  

山田
やまだ

 博 文
ひろふみ

 
排水設備を設置すべき者 

又は使用者 
公募委員 

令和 5 年 7 月 1 日から  

令和 7 年 6 月 30 日まで  

 



資料１ 
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平塚市下水道事業経営戦略 
 

令和５年度 進捗状況報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平塚市 
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平塚市では、市民に下水道サービスを持続的・安定的に提供するとともに、中長期的な視点で経営環

境の変化に対応し、一層の経営基盤の強化と収支が均衡する持続可能な経営を図るため、今後 10年間

に目指すべき方向と事業管理のあり方を示す「平塚市下水道事業経営戦略」（以下「経営戦略」という。）

を令和 2 年度に策定しました。 

 この計画では、ＰＤＣＡサイクルを確実に実施するため、毎年度終了後に、本経営戦略で掲げた経営

目標の達成度や施策の進捗に関して確認を行い、公表するとともに、確認結果を基に次年度以降の施策

の実施方法について改善を行うこととしています。 

また、計画期間の前半５年間を前期、後半５年間を後期とし、中間年次の令和７年度に向けて前期の

目標達成度合いの分析を実施し、必要に応じた経営戦略の見直しを行います。 

 

 

 

 

【経営目標の達成度確認方法】 

 毎年度終了後に、決算数値などから経営指標を算出します。その結果を計画の推計値や目標数値と 

比較し、達成度や進捗状況の確認を行います。 

 また、類似団体との比較※１を行い、経営状況を把握します。 

 ※１…経営戦略では、現状分析で行う比較対象団体として10団体（小田原市、茅ヶ崎市、川越市、所 

沢市、春日部市、柏市、流山市、八千代市、宝塚市、那覇市）を選定※２していますが、各団体の 

令和５年度の決算数値や経営指標の公表時期に差異があることから、比較データは総務省ホーム 

ページの「地方公営企業の決算（令和４年度）」に掲載されている各団体のデータを参考として 

使用しています。なお、本報告書内での類似団体平均値とは、すべて平塚市を含む数値です。 

※２…総務省による類似団体の分類を参考に①事業規模、②地理的条件、③流域下水道に接続している 

ことのほか、下水道普及率及び神奈川県内の地域性を考慮し選定しました。 
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有収水量は、事業用の排水量が増加し、前年度と比

べて33万㎥ 増加しました。下水道使用料は有収水

量の増加により、前年度と比べて1.0億円増加し、

33.7億円となりました。 

＜推計値との差＞（下水道使用料） 

令和５年度推計値 令和５年度決算値 比較結果 

33.2億円 33.7億円 
＋0.5億円 

〇（達成） 

 

当期純利益は、下水道使用料収入の増加や維持管理

費の減少等により、前年度と比べて 1.7 億円増加

し、4.9 億円となりました。平成 28 年度の企業会

計移行後８年連続で純利益を計上しました。 

＜推計値との差＞ 

令和５年度推計値 令和５年度決算値 比較結果 

2.４億円 4.9億円 
＋2.5億円 

〇（達成） 

 

現金預金残高は、流域下水道維持管理負担金及び企

業債償還額の減少等により、前年度と比べて 14.6

億円増加し、44 億円となりました。 

＜推計値との差＞ 

令和５年度推計値 令和５年度決算値 比較結果 

19.0億円 44.0億円 
＋25.0億円 

〇（達成） 

 

流動比率は、流動負債に対する支払い能力を示す指

標で、現金預金の確保と企業債償還額の減少によ

り、比率は増加傾向にあります。前年度と比べて

12.7 ポイント増加して 118.4％となり、２年連続

で 100％を超える結果となりました。 

＜推計値との差＞ 

令和５年度推計値 令和５年度決算値 比較結果 

76.1％ 118.4％ 
＋42.3ポイント 

〇（達成） 

（令和４年度の類似団体平均値：160.1％） 

令和５年度 決算の状況 
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経費回収率は、汚水処理費用を下水道使用料収入で

どの程度賄えているかを示す指標です。公共下水

道・農業集落排水ともに、前年度と比べて汚水処理

費は減少し、公共下水道の使用料収入が増加したた

め、公共下水道は 5.5 ポイント増加の 115.1％、

農業集落排水は 4.5ポイント増加の 26.1％となり

ました。 

＜推計値との差＞（公共下水道） 

令和５年度推計値 令和５年度決算値 比較結果 

11６.0％ 115.1％ 
－0.9ポイント 

△（未達成） 

（令和４年度の類似団体平均値：97.9％） 

経常収支比率は、経常費用が経常収益によってどの

程度賄えているかを示す指標です。前年度と比べて

2.5 ポイント増加し、106.7％となりました。 

＜推計値との差＞ 

令和５年度推計値 令和５年度決算値 比較結果 

103.3％ 106.7％ 
＋3.4ポイント 

〇（達成） 

（令和４年度の類似団体平均値：95.7％） 

企業債残高は、計画的な償還により減少傾向にあ

り、前年度と比べて 20 億円減少し、312 億円と

なりました。１人あたりの額については前年度と比

べて 0.8 万円減少し、12.3 万円となりました。 

＜推計値との差＞（企業債残高） 

令和５年度推計値 令和５年度決算値 比較結果 

326.8億円 312.0億円 
－14.8億円 

〇（達成） 

（令和４年度の類似団体平均値：221.9 億円） 

汚水処理原価は、有収水量１㎥ あたりの汚水処理費

です。公共下水道・農業集落排水ともに、前年度と

比べて汚水処理費は減少し、公共下水道は3.2円減

少の102.5円／㎥ 、農業集落排水は75.6円減少の

362.2円／㎥ となりました。 

＜推計値との差＞（公共下水道） 

令和５年度推計値 令和５年度決算値 比較結果 

100.2円／㎥ 102.5円／㎥ 
＋2.3円／㎥ 

△（未達成） 

（令和４年度の類似団体平均値：121.2 円／㎥ ） 
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○研修受講者数は、経営戦略や決算の勉強会など、庁内研修受講者の増により 110 人となりました。 
○労働生産性は、営業収益が令和４年度より減少し、職員数が増加したことから、199,715 千円となりました。 

○経費回収率（公共下水道）は、令和４年度から 5.5 ポイント増加しました。 
○当期純利益は、令和４年度から 1.67 億円増加し、企業会計移行後から８年連続で利益計上しています。 
○流動比率は現金預金残高の増加等により、令和４年度から 12.７ポイント増加しました。 

○令和５年度は、市民に直接届く LINE での情報発信を増やしたことから、Ｘ（旧 Twitter）等での投稿件数は令和
４年度より減少し、エンゲージメント率は 2.２％（Ｘ（旧 Twitter）及び Facebook の投稿閲覧数 3,195 件、反応
数 69 回）となりました。 
○イベント参加人数は、（公財）神奈川県下水道公社主催の「下水道ふれあいまつり」に平塚市ブースとして出展し 
延べ 780 人が参加しました。 
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 令和５年度は、公営企業会計移行後８年連続で純利益を計上するとともに、健全経営の水準とされる

経常収支比率１００％超を維持することができました。 

 下水道使用料収入は、事業用の有収水量の増加に伴い前年度から増加となり、流動比率も現金預金の

確保と企業債償還額の減少により、理想値とされる 100％以上を達成し増加傾向にあります。また、 

企業債残高は、計画的に償還を進めることにより減少傾向にあります。その一方で、経費回収率や汚水

処理原価は、前年度から数値は改善しましたが、物価高騰の影響等により推計値を下回る結果となりま

した。その他の決算数値や経営指標では推計値を下回る項目はなく、下水道事業は一定程度安定した経

営状況であったものの、今後さらに厳しさを増すと見込まれる経営環境に備え、一層の経費削減に努め

るとともに、下水道使用料のあり方について検討を継続する必要があります。 

 経営戦略の推進にあたり、引き続き毎年度の進捗管理を行うとともに、各経営目標等の達成に向け、

取組みを強化します。また、令和７年度には、前期の目標達成度や施策の進捗状況の確認のほか、デジ

タル化や脱炭素化など新たな取組みも検討に加え、後期５年間に向けた経営戦略の見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平塚市下水道事業経営戦略  
令 和 ５ 年度  進捗状 況 報 告書  

 

令和６年８月 

平塚市 土木部 

下水道経営課・下水道整備課 

〒254-8686 神奈川県平塚市浅間町 9番 1号 

電話：0463-23-1111（代表） 












